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特集

佐久歴史の道
案内人の会

×
市  議  会

佐
久
市
に
は
中
山
道
の
宿
場
は
、
岩
村

田
・
塩
名
田
・
八
幡
・
望
月
の
４
宿
と

茂
田
井
間
の
宿
が
あ
り
ま
す
。
佐
久
歴

史
の
道
案
内
人
の
会
は
、
中
山
道
を
中

心
に
、
市
内
の
史
跡
等
を
案
内
す
る
、

郷
土
の
歴
史
に
熱
い
思
い
を
寄
せ
た
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
の
会
で
す
。
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
も
開
設
し
、
情
報
を
発
信
し

て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
覧
い
た
だ
き
、

佐
久
の
歴
史
に
興
味
を
も
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
山
道
の
歴
史
案
内
を
通
じ
、
交
流
人
口
の
創
出
を
図
り
、

佐
久
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
！

―
会
の
発
足
に
つ
い
て
は
？

　

商
工
会
議
所
が
開
催
し
た
、
５
回

の
養
成
講
座
に
参
加
さ
れ
た
メ
ン

バ
ー
が
中
心
に
な
っ
て
、
準
備
の
段

階
か
ら
２
年
の
月
日
を
か
け
て
昨
年

の
５
月
に
発
足
し
ま
し
た
。
当
初
は

15
名
の
会
員
で
し
た
が
、
現
在
は
会

員
数
も
増
え
22
名
で
活
動
し
て
い
ま

す
。

―
主
な
活
動
は
？

　

昨
年
の
ガ
イ
ド
人
員
は
18
団
体
500

名
、
ま
た
中
山
道
の
歴
史
セ
ミ
ナ
ー

を
４
回
開
催
し
た
所
、
好
評
に
つ
き

150
名
ほ
ど
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
小
学
校
の
児
童
を

対
象
に
し
た
わ
か
り
や
す
い
郷
土
の

歴
史
説
明
会
や
、
高
齢
者
を
対
象
に

し
た
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
の
出
前
講

座
も
行
っ
て
い
ま
す
。

―
案
内
人
と
し
て
の
原
動
力
は
？

　

と
に
か
く
歴
史
の
好
き
な
仲
間
達

が
集
ま
り
地
元
の
名
所
旧
跡
を
歩
き

な
が
ら
い
ろ
い
ろ
な
情
報
交
換
を
し

た
り
、
ま
た
日
常
生
活
の
中
で
の
歴

史
的
な
新
た
な
発
見
に
興
味
と
喜
び

を
感
じ
た
り
と
、
３
分
の
２
ぐ
ら
い

は
自
分
た
ち
の
学
習
の
た
め
に
割
い

て
歴
史
を
楽
し
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

―
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
詳
細
は
？

　

市
の
観
光
課
や
商
工
会
議
所
を
通

じ
た
申
し
込
み
が
多
く
、
お
一
人
か

ら
団
体
ま
で
懇
切
丁
寧
に
案
内
さ
せ

小林正俊さん

小林藤男さん 井出和子さん

坂田孝三さん市川一夫さん

成澤一成さん
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て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ガ
イ
ド
の

配
置
は
参
加
人
員
に
応
じ
て
調
整
し
、

料
金
は
、
ガ
イ
ド
一
人
２
時
間
程
度
、

500
円
の
他
、
参
加
者
一
人
に
つ
き
資

料
代
及
び
傷
害
保
険
料
と
し
て
100
円

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

―
今
後
の
課
題
は
？

　

会
員
の
幅
広
い
年
齢
層
と
広
範

囲
か
ら
の
募
集
方
法
や
、
東
京

２
０
２
０
を
控
え
た
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

の
取
り
組
み
、
ま
た
経
済
効
果
を
高

め
地
域
の
活
性
化
を
促
進
す
る
た
め
、

佐
久
の
誇
る
酒
蔵
や
、
ス
イ
ー
ツ
を

扱
う
店
舗
と
の
連
携
に
つ
い
て
も
、

今
後
の
課
題
と
し
て
検
討
し
て
い
ま

す
。

―
行
政
や
観
光
協
会
へ
の
要
望
は
？

　

地
の
利
を
生
か
し
た
関
東
圏
へ
の

観
光
宣
伝
の
展
開
を
強
化
し
て
い
た

だ
き
、
佐
久
の
玄
関
口
で
あ
る
佐
久

平
駅
に
観
光
案
内
所
を
設
置
し
、
中

山
道
中
継
点
の
休
憩
所
や
ト
イ
レ
の

整
備
を
図
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
利

便
性
を
高
め
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま

た
、
歴
史
的
価
値
の
あ
る
古
文
書
の

整
理
や
散
逸
防
止
の
た
め
の
古
文
書

館
の
設
置
を
要
望
し
ま
す
。

中佐都小学校地域探検

八幡神社案内 現地セミナー望月宿
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令和元年
9月定例会

　令和元年 9 月定例会を 8 月 28 日から 9 月 27 日まで
の 31 日間の会期で開き、補正予算や決算認定など 27
件、諮問案 1 件を可決、認定及び同意しました。

令和元年佐久市議会 9月定例会　議案審議結果

請願・陳情の結果一覧
番　号 陳情者 陳情要旨 結 果

令和元年
陳情第 3 号

佐久市布施 2477-142 
 
　　　代表　東長者原区区長　箕　輪　有　真　　外１名

「長者原太陽光発電施設」建設計画反対に関する陳情 取下げ議決

令和元年
陳情第 4 号

佐久市三河田 557-29
佐久地区平和委員会 
　　　　　　　　　　代表　望　月　清　康　　外12団体

米軍機の不法な低空飛行禁止を求める意見書の提出に関す
る陳情 一部採択

令和元年
陳情第 5 号

佐久市布施 2477-142 
 
　　　代表　東長者原区区長　箕　輪　有　真　　外 2 名

「長者原太陽光発電施設」建設計画反対に関する陳情 継続審査

議案
番号  議　　案　　名 審議

結果
65 佐久市印鑑条例の一部を改正する条例の制定について ◎
66 佐久市へき地内山出張診療所条例及び佐久市へき地内山出張診療所使用料条例を廃止する条例の制定について ◎
67 佐久市立保育所保育料徴収条例の一部を改正する条例の制定について ◎
68 佐久市テレワーク施設条例の制定について ◎
69 市道の路線認定について ◎
70 令和元年度（2019 年度）総合交付金総合運動公園整備事業クロスカントリーコース整備工事請負契約について ◎
71 令和元年度（2019 年度）佐久市総合体育館冷暖房設備設置等改修（機械）工事請負契約について ◎
72 医療事故に係る損害賠償の額を定めることについて ◎
73 平成 30 年度佐久市一般会計歳入歳出決算認定について ◎
74 平成 30 年度佐久市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎
75 平成 30 年度佐久市介護保険特別会計歳入歳出決算認定について ◎
76 平成 30 年度佐久市障害者支援施設臼田学園特別会計歳入歳出決算認定について ◎
77 平成 30 年度佐久市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について ◎
78 平成 30 年度佐久市住宅新築資金等貸付事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎
79 平成 30 年度佐久市奨学資金特別会計歳入歳出決算認定について ◎
80 平成 30 年度佐久市環境エネルギー事業特別会計歳入歳出決算認定について ◎
81 平成 30 年度佐久市茂田井財産区特別会計歳入歳出決算認定について ◎
82 平成 30 年度佐久市国保浅間総合病院事業特別会計決算認定について ◎
83 平成 30 年度佐久市下水道事業特別会計の利益の処分及び決算認定について ◎
84 令和元年度（2019 年度）佐久市一般会計補正予算（第３号）について ◎
85 令和元年度（2019 年度）佐久市一般会計補正予算（第４号）について ◎
86 令和元年度（2019 年度）佐久市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について ◎
87 令和元年度（2019 年度）佐久市介護保険特別会計補正予算（第２号）について ◎
88 令和元年度（2019 年度）佐久市国保浅間総合病院事業特別会計補正予算（第１号）について ◎
89 令和元年度（2019 年度）浅科支所複合施設整備事業複合施設建設（本体）工事請負契約について ◎
90 令和元年度（2019 年度）浅科支所複合施設整備事業複合施設建設（電気）工事請負契約について ◎
91 令和元年度（2019 年度）佐久市立岩村田小学校グラウンド整備工事請負契約について ◎
諮問

第 1 号 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて ◎
意見書案
第 4 号 米軍機の飛行訓練等に関する意見書の提出について ◎

【結果の表示】　◎全会一致で可決・認定・同意　　○賛成多数で可決・認定・同意
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常 任 委 員 会 審 査 報 告
付
託
全
議
案
を
原
案
可
決
。
米
軍
機
の
飛
行
訓

練
に
関
す
る
意
見
書
を
提
出

総
務
文
教
委
員
会
　
委
員
長
　
井
　
出
　
浩
　
司

一
般
会
計
補
正
予
算
は
佐
久
平
浅
間
小
学
校
の
児
童

数
増
加
に
伴
う
教
室
改
修
工
事
に
係
る
経
費
等
に
つ

い
て
原
案
可
決
。

市
民
の
関
心
度
が
高
い
米
軍
機
の
飛
行
訓
練
等
に
関

す
る
意
見
書
を
国
へ
提
出
へ
。

条
例
案
１
件
、
事
件
案
２
件
、
補
正
予
算
１
件

を
審
査

地
元
合
意
の
も
と
内
山
診
療
所
の
廃
止
、
印
鑑

登
録
に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
配
慮

経
済
建
設
委
員
会
　
委
員
長
　
栁
　
澤
　
　
　
潔

社
会
委
員
会
　
委
員
長
　
内
　
藤
　
祐
　
子

・
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
の
整
備
で
は
、
寒
さ

に
も
耐
え
ら
れ
、
他
の
施
設
と
比
較
し
て
遜
色
の

な
い
設
計
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

・「
長
者
原
太
陽
光
発
電
施
設
」
建
設
計
画
反
対
に
関

す
る
陳
情
は
、
趣
旨
を
明
確
に
し
て
も
ら
う
こ
と

を
求
め
、
引
き
続
き
検
討
す
る
時
間
が
必
要
で
あ

る
と
し
て
、

継
続
審
査

と
な
り
ま

し
た
。

・
情
報
セ
ン
タ
ー
を
テ
レ
ワ
ー
ク
施
設
に
変
更
す
る
条

例
可
決
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
整
備
補
正
予

算
可
決
他

・
長
者
原
太
陽
光
発
電
施
設
陳
情
は
継
続
審
査

◆
こ
ん
な
意
見
が
あ
り
ま
し
た

・
医
療
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
額
で
合
意
と
な
っ
た

が
、
事
故
後
の
状
況
や
心
の
ケ
ア
に
つ
い
て
、
誠

意
あ
る
対
応
と
再
発
防
止
策
を
強
く
求
め
た
。

・
補
正
予
算
の
案
件
で
は
、
災
害
弱
者
で
あ
る
聴
覚

や
視
覚
等
外
見
か
ら
分
か
り
に
く
い
障
が
い
者
の

避
難
所
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
と
し

て
の
バ
ン
ダ
ナ
作
成
費
。
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

と
連
携
し
て
利
用

促
進
し
て
い
く
と

確
認
し
た
。

・
幼
保
無
償
化
に
伴

い
、
副
食
費
は
自

己
負
担
だ
が
、
今

後
、
保
育
士
の
処

遇
改
善
等
の
課
題

も
含
め
て
引
き
続

き
検
討
願
い
た
い
。

印
鑑
登
録
証
明
書
に
旧
氏
記
載
や
性
別
不
記
載
と
す

る
印
鑑
条
例
の
一
部
改
正
。
内
山
出
張
診
療
所
廃
止
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
伴
う
条
例
の
用
語
整

理
。
医
療
事
故
に
係
る
損
害
賠
償
。
一
般
会
計
と
３

特
別
会
計
の
補
正
予
算
。
原
案
可
決
。

・
補
正
予
算
第
４
号
中
、
教
育
費
の
小
学
校
施
設
整

備
費
の
佐
久
平
浅
間
小
学
校
の
児
童
数
増
加
に
伴

う
教
室
改
修
工
事
に
係
る
も
の
で
あ
り
、
現
地
調
査

を
行
い
早
急
に
対
応
す
る
こ
と
を
要
望
。
議
案
第

91
号
の
岩
村
田
小
学
校
グ
ラ
ン
ド
整
備
工
事
に
関

す
る
追
加
補
正
予
算
に
つ
い
て
可
決
。
尚
、
議
案

第
85
号
に
つ
い
て
中
、
所
管
事
項
の
中
で
繰
り
上

げ
償
還
に
関
連
し

て
、
債
務
の
繰
り

上
げ
償
還
も
必
要

な
こ
と
だ
が
、
市

民
の
生
活
に
直
結

す
る
区
要
望
に
対

し
予
算
の
配
分
を

増
額
す
る
こ
と
も

検
討
し
て
欲
し
い

と
い
う
意
見
を
出

す
。

保育環境の更なる充実を！

クロスカントリーコース

佐久平浅間小学校

平面図

野球場

幹線園路 ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ

ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｺｰｽ

幹線園路

ﾏﾚｯﾄｺﾞﾙﾌ場

クロスカントリーコース

野球場

マレットゴルフ場

補助競技場

第二種公認陸上競技場
園路

5



平成30年度決算を認定しました

決

算

特

別

委

員

会

審

査

報

告

　
佐
久
市
議
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ

た
平
成
30
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
合
わ

せ
て
11
件
の
決
算
認
定
議
案
の
審
査
を
行
う

た
め
、
議
長
及
び
議
会
選
出
の
監
査
委
員
を

除
く
全
議
員
で
決
算
特
別
委
員
会
を
構
成
し
、

予
算
が
公
正
、
適
正
、
効
果
的
に
執
行
さ
れ

た
の
か
、
市
民
の
福
祉
向
上
に
ど
の
よ
う
に

寄
与
し
た
の
か
を
審
査
し
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
か
ら
限
ら
れ
た
審
査
時
間
の
中

で
、
専
門
性
を
活
か
し
、
よ
り
詳
細
な
審
査

を
行
う
た
め
、
３
つ
の
常
任
委
員
会
を
そ
れ

ぞ
れ
の
分
科
会
と
す
る
分
科
会
方
式
を
導
入

し
ま
し
た
。
各
委
員
か
ら
は
様
々
な
質
疑
や

意
見
が
出
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結
果
、
全
議

案
、
全
会
一
致
で
原
案
認
定
と
決
し
ま
し
た
。

９月13日現地調査を行いました 決
算
認
定
全
議
案
を
全
会
一
致
で
原
案
認
定

決
算
特
別
委
員
会
　
委
員
長
　
中
　
條
　
壽
　
一

以
下
の
通
り
質
疑
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

・
一
般
会
計
に
つ
い
て

・
文
化
振
興
基
金
の
運
用
益
３
千
300
万
円
を
財

源
と
し
た
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て
の
質
疑
に

お
い
て
、「
キ
ッ
ズ
サ
ー
キ
ッ
ト
や
劇
団
四
季

フ
ァ
ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
な
ど
を
実
施
し
て

い
る
。」
こ
と
を
確
認
し
た
う
え
で
、「
運
用
益

の
使
途
に
つ
い
て
は
、
今
後
も
魅
力
あ
る
事
業

を
企
画
し
て
ほ
し
い
。」
と
の
意
見
が
出
さ
れ

ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
た
に
購
入
さ
れ
た
佐
久
平
交
流
セ

ン
タ
ー
の
ピ
ア
ノ
の
活
用
状
況
に
つ
い
て
現
地

で
確
認
を
し
て
き
ま
し
た
。

・
奨
学
資
金
特
別
会
計
に
つ
い
て

・
滞
納
繰
越
の
内
容
を
確
認
し
た
上
で
、
滞
納

整
理
に
つ
い
て
は
、
鋭
意
努
力
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会

分
科
会
長
　
井
出
　
浩
司

総
務
文
教
分
科
会
長
報
告

・
一
般
会
計
（
経
済
部
関
係
・
環
境
部
関
係
・

建
設
部
関
係
）

・特
別
会
計
（
佐
久
市
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業・

茂
田
井
財
産
区
・
下
水
道
事
業
）
両
会
計
で
約

２
０
０
億
円
に
つ
い
て
審
査
し
ま
し
た
。

主
な
意
見
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
小
規
模
事
業
者
経
営
指
導
事
業
で
は
、
し
っ

か
り
指
導
し
て
い
た
だ
き
、
よ
り
効
果
が
あ
が

る
よ
う
し
て
ほ
し
い
。

・
佐
久
も
の
づ
く
り
支
援
事
業
で
は
、
大
事
な

要
素
な
の
で
更
な
る
支
援
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

し
て
い
く
と
い
う
姿
勢
で
臨
ん
で
ほ
し
い
。

・
消
費
生
活
相
談
で
は
、
相
談
員
１
名
で
は
大

変
と
思
わ
れ
る
が
、
増
員
の
考
え
は
な
い
か
。

・
佐
久
市
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
で
は
、
観
音

峯
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
所
法
面
崩
落
復
旧
工

事
の
現
地
調
査
を
し
た
が
、
土
手
の
草
刈
り
な

ど
し
て
再
発
防
止
を
し
て
も
ら
い
た
い
。

決
算
特
別
委
員
会

分
科
会
長
　
栁
澤
　
潔

経
済
建
設
分
科
会
長
報
告

以
下
の
通
り
質
疑
、
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
で
は

・
各
種
審
議
会
で
の
女
性
委
員
登
用
に
関
し
て
、

更
に
女
性
参
加
を
促
す
工
夫
を
願
う
。

・
思
春
期
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
体
験
学
習
事
業

に
東
中
・
臼
田
中
（
希
望
者
の
み
）
だ
け
で
な

く
、
意
義
あ
る
事
業
な
の
で
広
げ
る
よ
う
願
う
。

・
生
活
保
護
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
ぜ
ひ
増
員

と
相
談
し
や
す
い
配
慮
を
求
め
た
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
で
は

・
健
康
で
、
か
つ
医
療
費
が
安
い
こ
と
が
ベ
ス

ト
。
他
市
の
参
考
事
例
の
検
証
を
提
言
し
た
。

浅
間
病
院
特
別
会
計
で
は

・
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
で
更
に
経
費
削
減
を
。

決
算
特
別
委
員
会

分
科
会
長
　
内
藤
　
祐
子

社
会
分
科
会
長
報
告

メガソーラー発電所
法面崩落復旧工事

認定こども園　
私立浅科幼稚園

佐久平交流センター
グランドピアノ
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一 般 質 問
17 名の議員が市政を問います

●一般質問の紙面は、質問した議員個々の責任で編集しております。ご不明な
　点は、議員にお尋ねください。また正式な記録は会議録でご覧ください。

●佐久ケーブルテレビ等やインターネットによる動画配信を行っていますので
　是非ご覧ください。

動画配信　ＱＲコード

一般質問とは

市
民
生
活
の
安
全
に
つ
い
て

（
防
犯
カ
メ
ラ
・
通
学
路
）

　
県
市
長
会
は
、
国
・
県
に
対
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
助
成
す
る
よ

う
求
め
た
が
、
そ
の
経
緯
に
つ
い
て
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
が
各
種
事
件
・
事
故

の
早
期
解
決
に
貢
献
し
て
お
り
、
新

た
な
犯
罪
防
止
に
も
つ
な
が
る
。
今

後
の
「
暮
ら
し
を
守
る
安
心
と
安
全

な
街
づ
く
り
」
に
は
市
民
の
期
待
も

大
き
い
。
現
在
財
政
支
援
も
な
く
自

治
体
の
財
政
負
担
も
大
き
い
の
で
、

公
共
性
や
効
果
に
鑑
み
、
県
市
長
会

に
提
案
し
全
会
一
致
で
採
択
さ
れ
た
。

今
後
、
北
信
越
市
長
会
・
全
国
市
長

会
で
採
択
さ
れ
れ
ば
各
省
庁
に
要
望

書
が
提
出
で
き
る
。
運
用
ル
ー
ル
は

市
民
や
専
門
家
に
も
参
加
し
て
も
ら

い
、
市
民
参
加
型
で
議
論
し
合
意
形

成
を
進
め
て
い
く
。

　
今
後
の
方
針
は
。

　
子
ど
も
た
ち
の
安
心
と
安
全
を
考

え
保
育
園
・
児
童
館
・
学
校
施
設
へ

の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
検
討
す
る
。

　
通
学
路
の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
整
備

は
進
ん
で
い
る
が
そ
の
安
全
性
と
歩

道
の
整
備
に
つ
い
て
。

　
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
は
視
覚
に
対
し

て
有
効
で
あ
り
施
工
も
容
易
で
あ
り

有
効
な
手
段
で
あ
る
。
歩
道
は
車
道

と
の
分
離
が
図
ら
れ
、
よ
り
安
全
で

有
る
が
課
題
が
有
り
速
や
か
な
整
備

は
困
難
だ
が
、
自
動
車
の
通
行
量
の

多
い
道
路
は
整
備
が
必
要
。

　
こ
れ
か
ら
日
暮
れ
も
早
く
児
童
生

徒
が
帰
宅
す
る
際
暗
い
が
対
応
は
。

　
関
係
課
に
情
報
提
供
す
る
と
共
に

学
校
等
と
協
力
し
区
長
に
防
犯
灯
の

設
置
に
つ
い
て
相
談
す
る
。

A

AA

QQ

Q

議員がその属する地方公共団体の行政全般にわたり、執行機関に対し

事務の執行の状況及び将来に対する方針等について所信を質し、あるいは報告、説明を

求め又は疑問を質すことをいう。

土
つち

屋
や

　俊
とししげ

重

QA

市内に設置されている防犯カメラ
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水
害
・
土
砂
災
害
「
警
戒
レ
ベ
ル

４
」
の
防
災
行
政
無
線
は
ど
の
よ
う

に
周
知
さ
れ
る
の
か
。

　
例
え
ば
、
望
月
地
区
へ
の
土
砂
災

害
警
戒
情
報
の
発
表
に
よ
り
「
警
戒

レ
ベ
ル
４
」
と
成
っ
た
場
合
、
通
常

の
チ
ャ
イ
ム
で
は
な
く
、
ま
ず
、
サ

イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
た
上
で
、「
緊
急

放
送
、
土
砂
災
害
に
関
す
る
警
戒
レ

ベ
ル
４
、
避
難
勧
告
を
発
令
し
ま
し

た
。
望
月
地
区
の
方
は
、
避
難
を
開

始
し
て
下
さ
い
。」
と
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
避
難
を
促
し
て
い
く
。

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
、
浅
間
山
が
噴
火

し
た
場
合
ど
の
よ
う
な
内
容
で
伝
え

ら
れ
る
か
。

　

今
回
の
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
は
、「
噴

火
速
報
、
噴
火
が
発
生
し
ま
し
た
。

山
の
近
く
に
い
る
方
は
、
身
の
安
全

を
図
っ
て
下
さ
い
。」
と
い
う
放
送

が
流
れ
た
。

　
山
の
近
く
の
方
と
は
、
誤
解
を
招

く
の
で
、
浅
間
山
と
の
表
現
に
な
ら

な
い
か
。

　
佐
久
市
と
し
て
も
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

の
放
送
内
容
に
お
け
る
課
題
を
浅
間

山
周
辺
市
町
村
と
共
用
し
、
浅
間
山

と
具
体
な
表
現
と
す
る
よ
う
国
に
要

望
し
て
い
く
。

　
社
会
体
育
施
設
の
ト
イ
レ
の
改
修

等
必
要
な
施
設
は
あ
る
か
。

　
建
設
後
30
年
を
経
過
す
る
施
設
や
、

和
式
や
男
女
兼
用
の
施
設
も
あ
る
。

ま
た
、
競
技
者
、
利
用
者
か
ら
改
修

等
の
要
望
も
頂
い
て
い
る
の
で
、
今

後
施
設
の
利
用
状
況
や
利
用
形
態
を

ふ
ま
え
、
計
画
的
に
整
備
を
進
め
て

い
く
。

A AQ

災
害
時
の
市
民
へ
の
情
報
伝
達
等
に
つ
い
て

社
会
体
育
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て

AA 主
体
性
の
あ
る
大
人
に
な
る
た
め
に

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
農
業
の
推
進

◆
自
然
保
育
推
進
に
つ
い
て

　
子
ど
も
た
ち
が
自
然
体
験
や
生
活

体
験
を
通
じ
、
豊
か
な
感
性
を
育
み

自
ら
考
え
行
動
す
る
、
と
い
う
理
念

の
自
然
保
育
を
実
践
し
て
い
る
佐
久

市
だ
が
、
効
果
や
課
題
は
。

　
安
全
な
道
を
選
ん
で
の
山
登
り
な

ど
自
ら
学
ん
で
成
長
し
よ
う
と
す
る

姿
が
見
ら
れ
る
。
課
題
は
事
故
や
け

が
を
恐
れ
て
活
動
を
抑
制
し
て
し
ま

う
こ
と
な
ど
。

◆
子
ど
も
た
ち
の
主
体
性

　
大
き
な
変
化
の
時
代
を
生
き
る
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
主
体
性
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
大
切
。
佐

久
市
で
の
取
り
組
み
は
。

　
変
化
に
主
体
的
に
対
応
す
る
こ
と

に
加
え
て
、
主
体
的
に
変
化
を
作
っ

て
い
く
力
が
必
要
。
子
ど
も
た
ち
に

よ
る
共
同
学
習
の
実
践
や
、
自
ら
課

題
を
決
め
る
家
庭
学
習
、
自
分
た
ち

で
必
要
な
係
を
決
め
る
な
ど
、
主
体

性
を
育
む
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

◆
環
境
に
配
慮
し
た
農
業
の
推
進

　
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ
な
い
農

業
は
、
生
産
者
や
消
費
者
の
健
康
の

た
め
に
良
い
だ
け
で
な
く
、
環
境
に

も
優
し
い
と
さ
れ
、
有
機
農
業
へ
の

期
待
は
高
ま
っ
て
い
る
。
世
界
的
に

も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
の
消
費
が
増
え
て

い
る
中
、
世
界
の
基
準
に
あ
っ
た
、

農
産
物
や
食
品
が
求
め
ら
れ
て
い
る

が
、
需
要
拡
大
と
供
給
力
強
化
の
取

り
組
み
は
。

　
各
種
研
修
会
な
ど
へ
の
参
加
を
呼

び
か
け
、
ま
ず
は
取
り
組
み
や
す
い

制
度
へ
の
参
加
、
人
材
確
保
に
努
め

て
い
る
。
今
後
も
県
な
ど
と
連
携
を

取
り
、
推
進
し
て
い
き
た
い
。

A Q

AA QQQ

QQ

子どもたちの学びの場

今年 8 月 7 日と 25 日に小規模な
噴火を起こした浅間山 大

おおつか
塚　雄

ゆういち
一

吉
よしかわ

川　友
と も こ

子
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徳
島
市
に
あ
る
移
動
ス
ー
パ
ー
運

営
会
社
で
は
、
地
域
ス
ー
パ
ー
と
提

携
し
て
販
売
代
行
を
行
い
、
成
長
し

て
い
る
。
移
動
販
売
車
に
対
す
る
支

援
に
つ
い
て
市
の
考
え
方
を
伺
う
。

　
現
状
の
支
援
制
度
と
の
整
合
を
図

る
中
で
、
研
究
し
て
い
く
。
ま
た
、

収
益
事
業
へ
の
支
援
は
、
実
現
性
や

継
続
性
が
前
提
と
な
る
。
事
業
者
が
、

将
来
自
走
で
き
る
よ
う
に
、
支
援
に

取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
特
別
支
援
教
育
支
援
員
の
支
援
会

議
へ
の
参
加
に
つ
い
て
は
、
支
援
員

が
で
き
る
だ
け
出
席
で
き
る
よ
う
な

方
針
を
示
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
対
象
児
童
生
徒
へ
の
よ
り
良
い
支

援
の
為
、
支
援
員
と
関
係
者
が
情
報

共
有
す
る
こ
と
は
重
要
と
考
え
て
い

る
。
支
援
会
議
へ
の
出
席
に
つ
い
て

は
、
調
整
に
努
め
る
よ
う
改
め
て
校

長
に
指
導
し
て
い
く
。

　
座
間
市
で
は
、
相
談
を
断
ら
ず
に

対
応
す
る
窓
口
を
設
け
て
い
る
。
ま

た
、
情
報
共
有
の
為
「
つ
な
ぐ
シ
ー

AA

ト
」
を
導
入
し
て
、
庁
内
連
携
を
強

化
し
て
い
る
。
取
り
組
み
に
対
す
る

市
の
考
え
を
伺
う
。

　
座
間
市
の
取
り
組
み
は
、
傾
聴
に

値
す
る
と
考
え
る
。
現
在
窓
口
は
無

い
が
、
関
係
部
署
間
の
横
の
連
携
を

取
り
な
が
ら
対
応
し
て
い
る
。「
分

か
り
や
す
い
窓
口
」
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
今
後
検
討
し
て
い
く
。
ま

た
「
つ
な
ぐ
シ
ー
ト
」
に
つ
い
て
は
、

多
数
課
を
ま
た
ぐ
こ
と
か
ら
、
紛
失

や
情
報
管
理
等
の
徹
底
を
検
討
し
、

情
報
共
有
の
為
の
ツ
ー
ル
と
し
て
、

今
後
導
入
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

A

高
齢
者
の
買
い
物
支
援
・
特
別
支
援
教
育

支
援
員
・
断
ら
な
い
相
談
支
援
に
つ
い
て

　
合
併
特
例
措
置
が
段
階
的
に
終
了

し
、
更
に
人
口
減
少
・
地
域
経
済
の

縮
小
で
税
収
の
伸
び
が
見
込
め
な
い

中
で
、
少
子
・
高
齢
化
に
伴
い
社
会

保
障
費
等
が
増
加
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
課
題
を
踏
ま
え
、
将
来
に
向
け

健
全
財
政
の
堅
持
は
ど
う
す
る
か
。

　
合
併
特
例
措
置
が
、
令
和
二
年
度

を
持
っ
て
終
了
。
更
に
少
子
・
高
齢

化
に
伴
う
社
会
保
障
費
な
ど
の
経
常

経
費
を
中
心
に
、
財
政
需
要
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
た
め
、
更
に
踏
み
込

ん
だ
徹
底
し
た
事
務
事
業
の
効
率
化

と
経
費
の
削
減
等
に
よ
り
「
最
小
の

経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
」
こ

と
で
予
算
の
ス
リ
ム
化
を
図
り
健
全

財
政
を
堅
持
し
て
い
く
。

　
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
学
習
拠

点
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
に
と
ど

ま
ら
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
拠

点
と
し
て
の
機
能
も
充
実
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
対
応

を
図
る
必
要
が
あ
る
か
。

　
公
民
館
は
、
今
ま
で
の
学
習
拠
点

AA QQ

と
し
て
の
役
割
に
加
え
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
と
持
続
的
な
発

展
を
推
進
す
る
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

役
割
や
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

の
実
現
に
向
け
た
、
地
域
学
校
協
働

活
動
の
拠
点
と
し
て
の
役
割
を
担
う
。

　
新
東
会
館
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確

保
の
区
長
要
望
に
対
す
る
対
応
は
。

　
新
東
会
館
は
充
実
し
た
施
設
と
し

て
整
備
す
る
。
又
新
た
に
Ｊ
Ａ
機
能

も
加
わ
り
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
な
る
こ
と
か
ら
、
来
館
者
の
利

便
性
や
安
全
性
の
た
め
、
現
状
よ
り

多
い
駐
車
台
数
を
確
保
す
る
。

将
来
に
向
け
た
健
全
財
政
の
堅
持
・
人
口
減

少
社
会
に
お
け
る
公
民
館
の
役
割
に
つ
い
て

QQQ

A Q

誰かに相談したいと思うけれど ･･･

改築を待つ東会館 関
せきもと

本　　功
いさお

江
え も と

本　信
のぶひこ

彦

9



中込商店街

　
全
国
各
地
で
大
雨
に
よ
る
被
害
が

多
発
し
て
い
る
が
、
市
内
の
浸
水
被

害
地
点
は
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

　
浸
水
対
策
や
雨
水
排
水
事
業
の
推

進
に
必
要
で
あ
る
の
で
、
収
集
・
把

握
は
出
来
て
い
る
。
関
係
部
局
が
連

携
し
て
情
報
共
有
を
図
り
、
被
害
や

そ
の
恐
れ
が
あ
る
場
所
に
つ
い
て
は

把
握
に
努
め
て
い
る
。

　
予
想
外
は
有
り
得
る
が
、
想
定
外

は
想
定
し
て
い
な
い
と
い
う
事
だ
。

実
際
に
被
害
が
出
た
時
、
ど
の
様
に

対
応
し
て
い
る
か
。
又
佐
久
平
駅
周

辺
の
ア
ン
ダ
ー
パ
ス
の
現
状
は
。

　
区
要
望
、
又
浸
水
被
害
の
状
況
に

よ
り
、
順
次
事
業
実
施
し
て
い
る
。

　
排
水
能
力
を
上
回
る
豪
雨
発
生
時

に
は
突
発
的
に
冠
水
す
る
事
例
が
有

る
。
冠
水
箇
所
が
あ
っ
た
場
合
は
、

必
ず
迂
回
を
お
願
い
し
た
い
。

　
こ
こ
数
年
、
梅
毒
患
者
が
増
加
し

て
い
る
と
い
う
報
道
が
あ
る
が
、
現

在
の
届
出
状
況
に
つ
い
て
。

　
全
国
で
Ｈ
25
年
に
１
千
200
人
を
越

え
、
Ｈ
30
年
に
は
７
千
人
と
６
倍
近

く
増
加
し
て
お
り
、
県
内
も
８
月
現

在
45
人
の
届
け
出
が
あ
り
、
幅
広
い

年
代
に
渡
り
増
加
し
て
い
る
。

　
中
学
生
は
性
に
関
心
が
高
ま
る
年

頃
で
あ
る
が
、
学
校
の
授
業
の
中
で

「
性
感
染
症
」
に
つ
い
て
の
指
導
は
。

　
学
習
指
導
要
領
の
保
健
体
育
の
中

で
、
３
年
生
の
時
「
性
感
染
症
」
の

予
防
と
い
う
章
で
１
時
間
学
ぶ
。

授
業
の
他
に
も
学
校
毎
に
、
学
級
活

動
の
時
間
や
養
護
教
諭
に
よ
る
指
導

時
間
を
設
け
た
り
し
て
そ
れ
ぞ
れ
指

導
し
て
い
る
。

・
市
街
地
に
お
け
る
雨
水
対
策
に
つ
い
て

・
性
感
染
症
に
つ
い
て

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
就
学
援
助
制
度
、

中
込
地
区
活
性
化
に
つ
い
て

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
促

進
の
現
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
佐
久
市
の
交
付
率
は
11・９
％
（
全

国
は
13・５
％
。
長
野
県
は
10・９
％
）

市
役
所
窓
口
の
ほ
か
、
休
日
等
に
イ

ベ
ン
ト
や
商
業
施
設
に
於
い
て
の
出

張
・
臨
時
窓
口
の
開
設
を
行
っ
て
い

る
。
課
題
は
市
民
が
取
得
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
な
い
事
で
あ
る
。

　

公
的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
や
、

令
和
３
年
３
月
か
ら
は
健
康
保
険
証

と
し
て
も
活
用
で
き
る
な
ど
様
々
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
が
、
し
っ
か
り
と

対
応
し
て
頂
き
た
い
。

　
更
に
市
民
に
理
解
し
て
頂
く
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

　
就
学
援
助
制
度
の
外
国
語
版
案
内

文
書
に
つ
い
て
現
況
に
つ
い
て
伺
う
。

　
要
保
護
・
準
要
保
護
児
童
生
徒
就

学
援
助
制
度
及
び
特
別
支
援
教
育
就

学
奨
励
費
に
つ
い
て
、
県
内
19
市
中

佐
久
市
な
ど
11
市
は
外
国
語
版
案
内

文
書
は
作
成
し
て
い
な
い
が
、
個
別

に
対
応
が
出
来
て
い
る
。
今
後
案
内

文
書
作
成
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

　
中
込
地
区
百
年
の
大
計
の
も
と
に

取
り
組
ん
だ
「
区
画
整
理
事
業
に
併

せ
て
の
街
づ
く
り
」
構
想
は
幾
多
の

曲
折
を
経
な
が
ら
も
８
年
の
歳
月
と

32
億
の
巨
費
を
投
じ
て
昭
和
59
年
に

完
成
し
、
既
に
35
年
が
経
過
す
る
。

商
店
街
・
料
飲
街
の
再
生
に
つ
い
て

市
長
か
ら
提
案
が
あ
っ
た
「
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
」
も
、
行
き
詰
っ
て
い

る
の
が
現
状
で
あ
る
。
市
の
考
え
に

つ
い
て
伺
う
。

　
補
助
金
あ
り
き
で
は
無
く
、
実
施

主
体
の
採
算
可
能
な
事
業
に
対
し
て

市
と
し
て
相
談
・
応
援
を
し
て
い
く
。

A

A

AA QQQ

Q

AAA

A

QQ

Q

Q

土
つち

屋
や

　啓
ひ ろ こ

子

清
し み ず

水秀
ひでさぶろう

三郎

佐久平周辺のアンダーパス
※市長答弁時の市側提示資料
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授業準備をする学校司書（望月小学校図書館にて）

◆
学
校
司
書
の
勤
務
時
間
延
長
を

　
学
校
司
書
の
勤
務
時
間
は
飯
田
市

等
県
内
９
市
が
７
時
間
45
分
の
フ
ル

タ
イ
ム
勤
務
で
あ
る
。
当
市
は
一
律

５
時
間
と
19
市
中
最
短
。
佐
久
地
域

５
町
の
う
ち
３
町
も
フ
ル
タ
イ
ム
。

司
書
か
ら
は
時
間
不
足
で
手
が
回
ら

な
い
嘆
き
を
聞
く
。
新
指
導
要
領
で

も
学
校
図
書
館
の
重
要
性
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
図
書
館

で
の
学
習
充
実
の
た
め
に
フ
ル
タ
イ

ム
勤
務
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
従
来
５
時
間
で
い
い
と
し
て
き
た

が
、
改
め
て
司
書
の
仕
事
の
実
態
を
、

聞
き
取
り
等
を
通
じ
て
把
握
し
、
来

年
度
か
ら
の
臨
職
に
関
す
る
新
制
度

と
も
関
連
さ
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

◆
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況
と
今
後
の
課
題

に
つ
い
て

　
当
市
が
設
置
し
て
い
る
防
犯
カ
メ

ラ
の
台
数
と
画
像
等
の
管
理
体
制
は
。

　
市
及
び
指
定
管
理
者
が
管
理
し
て

い
る
公
の
施
設
の
う
ち
30
施
設
で
計

157
台
が
稼
働
中
。
他
に
市
内
商
工
会

３
団
体
で
62
台
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

カ
メ
ラ
の
管
理
は
市
に
お
い
て
は
設

置
部
署
の
所
属
長
が
、
団
体
で
は
そ

れ
ぞ
れ
で
行
っ
て
い
る
。
し
か
し
現

状
で
は
不
十
分
。
統
一
的
な
管
理
規

定
が
必
要
と
感
じ
て
い
る
。

　
防
犯
カ
メ
ラ
の
映
像
は
、
市
民
の

人
権
・
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
直
接
関
わ

る
問
題
な
の
で
法
的
拘
束
力
の
あ
る

条
例
で
し
っ
か
り
し
た
管
理
を
。

　
条
例
を
含
め
状
況
に
応
じ
た
管
理

体
制
を
構
築
し
て
い
き
た
い
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
臨
職
に
関
す
る
新
制
度
に
つ
い
て

学
校
司
書
の
勤
務
時
間
延
長
に
つ
い
て
・
防

犯
カ
メ
ラ
設
置
状
況
と
課
題
に
つ
い
て

◆
移
動
等
円
滑
化
促
進
方
針

　
国
は
「
ま
ち
な
か
に
お
け
る
移
動

等
の
円
滑
化
を
図
る
に
は
、
個
々
の

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
だ
け
で
な

く
、
建
築
物
や
道
路
等
の
連
続
性
を

確
保
し
た
『
面
的
・
一
体
的
な
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
』
が
必
要
不
可
欠
と
し

た
促
進
方
針
・
基
本
構
想
を
市
が
作

成
せ
よ
と
の
方
針
だ
が
。

　

来
月
に
国
交
省
の
説
明
会
が
あ

る
。
福
祉
、高
齢
者
、子
育
て
、交
通
、

教
育
、
都
市
計
画
、
観
光
等
多
岐
に

渡
る
部
署
が
関
係
す
る
。
連
携
を
図

り
つ
つ
判
断
し
て
い
く
。

　
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
事
前
合
宿
誘
致

を
契
機
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
。

　
現
在
、
屋
内
の
社
会
体
育
施
設
21

施
設
中
、
ス
ロ
ー
プ
16
施
設
。
多
目

的
ト
イ
レ
10
施
設
。
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
と
野
球
場
は
段
差
な
し
。

総
合
体
育
館
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
は

改
修
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
す
る
。

◆
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

AA

AA

A

QQ

Q

Q

Q

　
来
年
度
か
ら
市
の
非
正
規
職
員
は

会
計
年
度
任
用
職
員
と
な
る
が
、
具

体
的
に
ど
う
変
わ
る
の
か
。

　
嘱
託
職
員
143
名
、
パ
ー
ト
職
員
321

名
、
臨
時
職
員
188
名
、
合
計
652
名
。

新
制
度
に
移
行
見
込
み
。

　
臨
時
職
員
６
年
雇
い
止
め
廃
止
は

検
討
す
る
か
。

　
こ
の
事
も
含
め
最
終
調
整
中
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
パ
ー
キ
ン
グ
パ
ー
ミ
ッ
ト
制
度

・
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
の
課
題

・
市
内
の
歩
道
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
現

状
と
課
題

誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い

て
・
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て

車
い
す
で
歩
い
て
み
た
、
と
あ
る
街
中
の
歩
道

AA QQ

内
ないとう

藤　祐
ゆう

子
こ

吉
よしおか

岡　　徹
とおる
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期日前投票者数の割合

ママ！なんのゴミ？

　
利
用
率
が
10
％
台
と
低
い
市
内
バ

ス
・
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
利
用
券
交

付
に
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
追
加
で
き

な
い
か
。「
停
留
所
ま
で
の
往
復
が

困
難
」
と
の
声
に
応
え
る
べ
き
だ
。

　

利
用
者
は
徐
々
に
増
え
て
い
る
。

２
百
円
で
誰
で
も
公
平
に
利
用
で
き

る
制
度
だ
。
御
代
田
町
な
ど
の
例（
タ

ク
シ
ー
利
用
時
は
４
百
円
券
が
千
円

分
で
使
え
る
）
も
あ
る
が
、
当
市
は

市
域
が
広
く
対
象
人
口
も
多
い
。
利

用
者
の
金
銭
的
負
担
を
軽
減
す
る
今

の
制
度
で
の
利
用
促
進
を
図
っ
て
い

る
と
こ
ろ
だ
。

　
急
発
進
事
故
防
止
装
置
が
各
種
開

発
さ
れ
、
東
京
は
８
月
か
ら
、
近
隣

で
も
補
助
制
度
が
始
ま
っ
た
。
当
市

も
検
討
で
き
な
い
か
。

　
国
が
認
定
制
度
を
設
け
る
よ
う
だ
。

そ
の
動
向
を
見
て
調
査
研
究
し
た
い
。

　

臼
田
の
堆
肥
製
産
セ
ン
タ
ー
が
、

循
環
型
社
会
づ
く
り
の
先
駆
け
を
果

た
し
て
き
た
。
可
燃
ご
み
の
減
量
化
、

温
暖
化
防
止
の
た
め
に
も
生
ご
み
を

更
に
資
源
化
促
進
す
る
考
え
は
。

　
生
ご
み
の
資
源
化
は
重
要
な
課
題

だ
。
新
た
な
堆
肥
化
施
設
の
整
備
は

コ
ス
ト
、
需
要
と
供
給
、
市
民
的
理

解
な
ど
課
題
が
多
い
。
現
施
設
の
活

用
も
検
討
し
つ
つ
食
品
ロ
ス
対
策
、

処
理
機
購
入
補
助
の
普
及
啓
発
な
ど

市
民
協
働
の
身
近
な
取
組
を
充
実
さ

せ
る
。

　
教
職
員
の
過
密
労
働
解
消
は
。

　
支
援
員
の
増
員
ほ
か
諸
対
策
を
採

リ
改
善
も
進
ん
で
い
る
。
教
職
員
の

定
数
増
の
要
望
は
国
・
県
に
続
け
て

い
く
。

高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
を
・
生
ご
み
の
資

源
化
促
進
を
・
教
職
員
の
働
き
方
に
つ
い
て

子
育
て
支
援
と
新
生
児
の
聴
覚
検
査
に
つ
い

て
・
期
日
前
投
票
の
利
便
性
に
つ
い
て

◆
佐
久
市
国
民
健
康
保
険
に
お
け
る
出
産

育
児
一
時
金
の
現
状
に
つ
い
て

　
近
年
に
お
け
る
市
内
の
出
産
費
用

に
つ
い
て
。

　
平
成
28
年
度
50
万
６
千
109
円
。
平

成
29
度
年
50
万
７
千
197
円
。
平
成
30

年
度
51
万
６
千
576
円
。

◆
新
生
児
の
聴
覚
検
査
の
実
態
に
つ
い
て

　
新
生
児
の
聴
覚
検
査
の
実
施
率
及

び
再
検
査
数
と
割
合
は
。

　
平
成
30
年
度
出
生
数
702
名
、
聴
覚

検
査
実
施
は
、
688
名
で
、
実
施
率

98
・
０
％
、
再
検
査
数
は
６
名
で
、

0.9
％
。

　
新
生
児
聴
覚
検
査
に
係
わ
る
費
用

に
対
し
、
助
成
が
出
来
な
い
か
。

　
今
後
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

◆
投
票
率
向
上
の
取
組
み
に
つ
い
て

　
子
ど
も
も
連
れ
て
楽
し
く
投
票
所

に
い
け
る
「
家
族
で
楽
し
く
投
票
に

行
こ
う
」
等
の
取
組
み
が
出
来
な
い

か
。

　
子
ど
も
の
頃
に
親
の
投
票
に
つ
い

て
行
っ
た
事
の
あ
る
人
は
、
投
票
参

加
率
が
高
い
為
、
他
市
の
取
組
み
を

参
考
に
、
若
年
層
へ
の
啓
発
活
動
に

取
り
組
む
。

　
利
便
性
向
上
の
為
、
投
票
所
入
場

券
の
裏
面
に
、
期
日
前
投
票
宣
誓
書

の
印
刷
が
出
来
な
い
か
。

　
期
日
前
投
票
所
の
混
雑
緩
和
と
利

便
性
を
考
慮
す
る
中
で
検
討
し
て
い

く
。

A

A

AAA QQQQ

Q

AA

A

QQQ

栁
やなぎさわ

澤　眞
まさ

生
お

小
こばやし

林　歳
としはる

春

選挙名 期日前
投票日数 有権者数 期日前

投票者数
期日前

投票者数
投票率

投票率 投票者数
期日前

投票者数
の割合

H27
県議選 8 日間 79,445 12,679 15.96% 56.56 44,936 28.22

H28
参院選 17 日間 82,627 17,986 21.77% 62.69 51,802 34.72

H29
市長選 6 日間 81,306 17,324 21.31% 66.93 54,415 31.84

H29
衆院選 11 日間 82,554 21,885 26.51% 61.49 50,762 43.11

H30 
知事選 16 日間 81,781 13,222 16.17% 46.19 37,775 35.00

H31 
県議選 8 日間 81,245 14,945 18.39% 52.89 42,970 34.78

R1 
参院選 16 日間 82,322 18,297 22.23% 56.00 46,100 39.69

QA
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若者の雇用創出と地域経済発展が期待される

　
現
在
の
進
捗
状
況
と
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
事
業
用
地
地
権
者
の
皆
様
と
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
用
地
単
価
の
合
意

を
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
た
。
農
地

転
用
許
可
や
開
発
行
為
の
許
可
に
つ

い
て
は
出
来
る
限
り
早
期
に
国
と
の

協
議
を
進
め
る
。
来
年
度
の
造
成
工

事
、
令
和
３
年
度
の
分
譲
開
始
を
目

指
し
た
い
。

　
予
定
し
て
い
る
区
画
数
と
販
売
価

格
は
。

　
総
面
積
で
約
２
万
５
千
坪
と
な
っ

て
お
り
、
小
さ
な
区
画
で
約
１
千
坪
、

大
き
な
区
画
で
約
６
千
900
坪
、
こ
れ

以
外
に
面
積
の
異
な
る
区
画
を
加
え

た
計
５
区
画
を
予
定
し
て
い
る
。
販

売
価
格
に
つ
い
て
は
造
成
費
用
等
を

勘
案
し
て
決
定
し
て
い
く
が
、
可
能

な
限
り
造
成
費
用
を
抑
え
た
い
。

　
市
内
の
既
存
企
業
で
は
人
材
不
足

に
よ
り
新
規
雇
用
が
進
ま
な
い
と
の

話
が
あ
り
支
援
が
必
要
で
あ
る
。
市

内
中
小
企
業
向
け
の
区
画
に
つ
い
て

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
一
番
面
積
の
小
さ
な
約
１
千
坪
の

区
画
は
市
内
企
業
向
け
を
想
定
し
て

い
る
。

　
今
後
も
経
済
情
勢
を
見
極
め
な
が

ら
「
佐
久
市
産
業
立
地
応
援
プ
ラ

ン
」
の
雇
用
要
件
を
緩
和
す
る
な
ど

必
要
な
改
正
を
行
い
た
い
。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
新
た
な
工
業
団
地
は
将

来
の
雇
用
と
財
政
基
盤
を
整
え
る
為

の
「
未
来
へ
の
投
資
」
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

佐
久
臼
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
新
工
業
団
地

整
備
事
業
に
つ
い
て

　
無
償
化
の
影
響
で
想
定
し
て
い
る

変
化
は
。

　
幼
稚
園
の
預
か
り
保
育
の
増
加
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
が
、
年
度
途
中
の

制
度
変
更
で
あ
り
今
年
は
大
き
な
変

化
は
想
定
し
て
い
な
い
。
10
月
以
降

の
状
況
を
見
て
適
切
に
対
応
し
た
い
。

　
無
償
化
の
費
用
を
国
が
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
、
市
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
金
額
は
。

　
来
春
ま
で
の
半
年
間
で
約
８
千
万

円
。

　
軽
減
さ
れ
る
分
の
使
い
道
は
。

　
国
の
制
度
の
対
象
と
な
ら
な
い
第

３
子
以
降
の
一
部
の
給
食
副
食
費
を

市
が
負
担
す
る
。
予
算
は
半
年
分
で

約
920
万
円
。

　
軽
減
さ
れ
る
分
は
、
こ
れ
ま
で
通

り
子
育
て
分
野
に
使
う
べ
き
だ
と
思

う
が
、
市
の
考
え
は
。

　

佐
久
市
の
予
算
編
成
は
分
野
に

よ
っ
て
予
算
枠
を
配
分
す
る
方
法
で

は
な
い
の
で
、
全
体
の
市
民
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
判
断
し
て
い
く
。
た
だ
、

AAA

AA

A

QQ

QQQ

Q

子
育
て
は
重
点
分
野
と
考
え
て
い
る
。

　
来
春
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
導
入
に
あ
わ
せ
て
、
臨
時
保
育
士

の
「
６
年
雇
い
止
め
」
を
廃
止
し
、

正
規
保
育
士
を
増
員
す
べ
き
だ
と
考

え
る
が
、
市
の
方
針
は
。

　
新
制
度
の
内
容
に
つ
い
て
最
終
的

な
調
整
段
階
で
あ
り
、
そ
の
中
で
民

間
保
育
園
の
状
況
や
保
育
ニ
ー
ズ
、

統
廃
合
の
行
方
な
ど
も
総
合
的
に
検

討
し
な
が
ら
判
断
し
て
い
き
た
い
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ
い
て

無償化の制度を説明する内閣府のホームページ

A

井
い で

出　浩
こ う じ

司

塩
しおかわ

川　浩
ひろ

志
し

QA

Q
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食品ロスを減らしましょう！

◆
10
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
幼
保
無
償
化

の
市
内
の
対
象
は

　
10
月
か
ら
の
消
費
税
10
％
へ
の
税

収
増
を
生
か
し
、
幼
保
無
償
化
が
始

ま
る
が
、
市
内
の
対
象
と
な
る
施
設

と
子
ど
も
の
人
数
は
。

　
公
立
保
育
所
15
園
、
私
立
保
育
所

９
園
、
私
立
幼
稚
園
５
園
、
私
立
認

定
こ
ど
も
園
１
園
の
合
計
30
園
に
加

え
、
佐
久
市
療
育
支
援
セ
ン
タ
ー
が

対
象
と
な
る
。
こ
の
他
、
長
野
県
に

届
け
出
が
出
さ
れ
、
施
設
の
申
請
に

対
し
市
が
確
認
し
た
場
合
に
は
、
事

業
所
内
保
育
施
設
や
民
間
の
一
時
保

育
施
設
と
い
っ
た
認
可
外
保
育
施
設

も
無
償
化
の
対
象
と
な
る
。

ま
た
８
月
１
日
現
在
、
３
歳
以
上
児

の
無
償
化
対
象
児
童
数
は
３
２
１
７

人
、
３
歳
未
満
児
は
住
民
税
非
課
税

世
帯
が
対
象
で
50
人
と
な
る
。

◆
食
品
ロ
ス
削
減
の
取
り
組
み
は

　
日
本
で
は
食
べ
ら
れ
る
の
に
捨
て

ら
れ
る
食
品
ロ
ス
は
食
品
廃
棄
物
全

体
の
約
半
分
に
な
っ
て
い
る
。
７
人

に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困
状
態
で
あ

る
に
も
関
わ
ら
ず
、
食
品
ロ
ス
は

減
っ
て
い
な
い
。
今
年
５
月
、「
食

品
ロ
ス
削
減
推
進
法
」
が
成
立
し
た

が
、
市
の
取
組
み
の
状
況
は
。

　
宴
会
で
の
食
べ
残
し
を
減
ら
す
た

め
の
「
残
さ
ず
食
べ
よ
う
！ 

３
０
・

１
０
（
さ
ん
ま
る
い
ち
ま
る
）
運
動
」

の
チ
ラ
シ
を
イ
ベ
ン
ト
等
で
配
布
し

て
市
民
に
呼
び
掛
け
て
い
る
。
ま
た
、

「
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う
県
民
運
動

ｅ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
協
力
店
は
市

内
で
38
店
舗
あ
り
、
食
品
ロ
ス
の
取

り
組
み
を
し
て
い
る
。

幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
の
状
況
に
つ
い
て

食
品
ロ
ス
の
削
減
に
向
け
て
市
の
取
組
み
は

森
林
管
理
シ
ス
テ
ム
と
森
林
環
境
譲
与
税

・
教
員
の
働
き
方
改
革
の
促
進
に
つ
い
て

 

新
た
に
導
入
さ
れ
る
森
林
管
理
シ

ス
テ
ム
の
効
果
を
市
は
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の
か
。

 

こ
れ
ま
で
適
正
な
管
理
が
さ
れ
て

い
な
い
森
林
の
手
入
れ
が
進
む
こ
と

で
森
林
の
持
つ
土
砂
災
害
、
土
壌
保

全
、
水
源
涵
養
、
地
球
温
暖
化
防
止

な
ど
多
面
的
な
森
林
の
機
能
が
期
待

さ
れ
、
林
業
事
業
体
で
は
相
続
手
続

き
の
簡
素
化
や
ま
と
ま
り
の
あ
る
事

業
地
の
確
保
に
よ
り
雇
用
の
安
定
、

拡
大
に
つ
な
が
り
、
森
林
管
理
に
効

果
が
望
め
る
。

 

森
林
環
境
譲
与
税
が
本
年
度
か
ら

譲
与
さ
れ
る
が
そ
の
今
後
の
予
定
額

と
そ
の
活
用
方
法
は
。

 

本
年
度
は
１
千
650
万
円
、
令
和
４

年
に
は
２
千
470
万
円
令
和
７
年
、
11

年
と
段
階
的
に
増
え
、
15
年
か
ら
は

５
千
560
万
円
と
予
定
さ
れ
て
い
る
。

使
途
に
つ
い
て
は
間
伐
や
、
人
材
育

成
、
木
材
利
用
の
促
進
、
普
及
啓
発
、

森
林
整
備
及
び
そ
の
促
進
に
関
す
る

費
用
に
す
る
が
、
今
は
広
域
連
携
体

制
の
構
築
に
備
え
て
積
み
立
て
い
く
。

　
教
員
の
働
き
方
改
革
の
促
進
に
つ

い
て
、
市
教
育
委
員
会
は
ど
の
よ
う

な
取
り
組
み
を
行
い
、
ど
の
よ
う
な

改
善
が
見
ら
れ
た
の
か
。

　
市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
30
年
１

月
に
学
校
長
、
教
務
主
任
、
学
校
関

係
者
な
ど
で
構
成
し
た
教
員
の
働
き

方
改
革
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立

ち
上
げ
勤
務
時
間
の
適
正
な
把
握
、

夏
季
休
暇
中
の
学
校
閉
庁
日
の
設
定
、

部
活
動
指
導
員
の
配
置
な
ど
、
教
員

の
諸
業
務
を
補
助
的
に
行
う
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
。

A

A

A QQ

Q

A

A

QQ

和
わ

嶋
じま

美
み わ こ

和子

三
みついし

石　義
よしふみ

文これから整備が進む森林
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高齢者の暮らしの足の確保は待ったなしだ

◆
使
い
勝
手
の
い
い
公
共
交
通
に

　
地
域
の
意
見
を
反
映
す
る
た
め
に
、

全
地
区
で
の
協
議
体
づ
く
り
が
重
要

で
は
。

　
今
年
度
は
モ
デ
ル
的
な
協
議
体
を

浅
科
地
区
等
で
設
立
す
る
こ
と
を
目

標
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
デ
マ
ン
ド

タ
ク
シ
ー
の
運
行
エ
リ
ア
ご
と
に
設

立
す
る
方
針
で
、
順
次
進
め
て
い
く
。

　
第
２
次
佐
久
市
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
策
定
に
向
け
て
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
こ
れ
ま
で
の
意
見
や
課
題
等
に
加

え
、
来
年
度
か
ら
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

等
の
調
査
や
地
域
の
意
見
集
約
を
進

め
、
令
和
３
年
度
に
は
、
基
本
方
針

及
び
素
案
に
対
し
、
地
域
へ
の
説
明
、

意
見
集
約
を
進
め
策
定
す
る
。

◆
米
軍
輸
送
機
の
低
空
飛
行
問
題

　
国
に
事
前
の
情
報
提
供
と
市
街
地

で
の
飛
行
自
粛
を
要
請
し
た
後
、
回

答
は
あ
っ
た
の
か
。

　
現
時
点
で
は
回
答
は
な
い
。

　

私
ど
も
共
産
党
市
議
団
ら
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
は
、「
低
空
飛

行
解
析
セ
ン
タ
ー
」
の
協
力
を
得

て
、
米
軍
輸
送
機
の
高
度
解
析
調
査

を
行
っ
た
。
佐
久
市
の
上
空
を
対
地

高
度
215
～
290
ｍ
で
飛
行
し
た
こ
と
が

解
っ
た
。
市
と
し
て
も
高
度
解
析
調

査
を
で
き
な
い
か
。

　
現
在
は
考
え
て
い
な
い
。

　
日
米
合
意
の
最
低
安
全
高
度
に
違

反
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
国
と

米
軍
に
抗
議
す
る
べ
き
で
は
。

　
市
長
会
を
通
じ
て
発
言
・
行
動
し

て
い
く
こ
と
も
、
一
つ
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。

・
使
い
勝
手
の
い
い
公
共
交
通
に

・
米
軍
輸
送
機
の
低
空
飛
行
問
題

　
地
域
の
意
見
集
約
を
す
る
協
議
体

作
り
の
進
捗
状
況
は
。

　
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
公
共
交
通

を
構
築
す
る
た
め
今
年
度
は
、
浅
科

地
区
、
東
地
区
、
小
田
井
地
区
、
平

賀
内
山
地
区
に
モ
デ
ル
的
な
協
議
体

の
設
立
を
目
標
と
し
、
区
長
の
皆
さ

ん
に
構
成
メ
ン
バ
ー
の
検
討
に
つ
い

て
相
談
を
し
て
い
る
。

　
公
共
交
通
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の

開
催
に
つ
い
て
は
。

　
初
の
開
催
と
な
る
今
年
度
は
、
区

長
の
皆
様
や
民
生
児
童
委
員
の
皆
様

な
ど
地
域
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
よ
う

な
方
を
主
な
対
象
に
し
、
市
の
地
域

公
共
交
通
会
議
の
委
員
を
務
め
ら
れ

て
い
る
信
州
大
学
工
学
部
准
教
授
の

高
瀬
達
夫
氏
を
お
迎
え
し
「
地
域
と

共
に
く
ら
し
を
支
え
る
公
共
交
通
と

ま
ち
づ
く
り
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
を

い
た
だ
い
た
。

　
浅
科
地
区
の
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

の
利
便
性
向
上
の
取
り
組
み
は
。

　
現
在
運
賃
等
の
課
題
を
含
め
、
浅

A

AA

A

AA Q

QQQ

AQ

QQ

科
地
区
の
利
便
性
向
上
に
向
け
、
バ

ス
及
び
タ
ク
シ
ー
事
業
者
と
協
議
を

重
ね
て
い
る
。
運
行
日
に
つ
い
て
は

10
月
１
日
よ
り
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
の
週
５
日
の
運
行
を
す
る
。
こ

の
こ
と
に
つ
い
て
は
各
エ
リ
ア
も
同

様
に
実
施
す
る
予
定
、
そ
の
他
停
留

所
の
新
設
や
移
設
に
つ
い
て
は
区
か

ら
の
要
望
に
基
づ
き
、
運
行
業
者
と

協
議
の
上
対
応
す
る
。

◆
そ
の
他
の
質
問

・
第
二
五
回
参
議
院
通
常
選
挙
に
お
け

る
投
票
の
検
証
と
投
票
率
向
上
を
目

指
し
て

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
の
利
便
性
向
上
の

取
り
組
み
に
つ
い
て

高
たかやなぎ

栁　博
ひろゆき

行

小
こばやし

林　松
まつ

子
こ

AQ
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今号も多数ご応募いただき
　　ありがとうございました。
今号も多数ご応募いただき
　　ありがとうございました。

議会と語ろう会
議会報告・意見交換会 2019

11月9日㊏
 午前10時30分～

佐久創造館（　　　）

11月19日㊋
 午後6時30分～

佐久市役所 議会棟

井出浩司・大塚雄一・神津　正
小林貴幸・小林松子・塩川浩志
土屋俊重・栁澤眞生・内藤祐子
中條壽一・三石義文・吉川友子

担当議員 担当議員

会 場 会 場

※担当議員は、都合により変更（入れ替え）となる場合があります。

2019
第1回

2019
第2回

日 時 日 時

（50 音順）

市川　将・市川稔宣・江本信彦
小林歳春・清水秀三郎・関本　功
高橋良衛・高栁博行・栁澤　潔
土屋啓子・吉岡　徹・和嶋美和子　

（50 音順）

11月19日（火）の佐久市役所議会棟においては、手話通訳・要約筆記の配置と託児の設置があります。
託児については、11月５日（火）までに議会事務局（電話 0267-62-3495）へ申し込んでください。

お詫びと訂正 ９月末より全戸配布しました「議会と語ろう会」のチラシの一部に誤りがありました。
下段　○誤　主催：佐久市議会事務局　→　○正　主催：佐久市議会
お詫びして訂正します。

▲昨年度実施した「議会と語ろう会」の様子

佐久市農業祭
開催会場
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詳細は、佐久市議会ホームページをご覧いただくか、
議会事務局へお問い合わせください。

★次の定例会（令和元年12 月定例会）の日程（予
定）は右欄のとおりです。

★委員会審査も傍聴いただけます。
本会議同様、各常任委員会、特別委員会、議
会運営委員会も傍聴いただけます。
ただし、委員会会場の都合上、希望者多数の
場合は、開会前に抽選を行いますのでご了承
ください。

※ご注意ください
本会議、委員会とも傍聴の際は、携帯電話の
電源をお切りください。また、会議の模様を
撮影、録音することはできません。

問い合わせ先　佐久市議会事務局
　　　　　　　電話 0267-62-3495（直通）

次回定例会のお知らせ
【令和元年12月定例会】開催予定日

あなたも議会を傍聴してみませんか

申し込む FAXをする

手話を学ぼう手話を学ぼう
～会話をしてみましょう～

左の手のひらに右手
の人差し指をつけて、
そのまま同時に前に
出します。

左手の親指と小指を伸ば
したら耳元に当てます。右
手は開いて手のひらを下
に向けて、指先から前に
向けてシュッと出します。

佐 久 市 議 会 だ よ り

2018年（平成30年）8 月1日

特集

トピックス
平成 30 年６月定例会19 名の議員が市政を問います　一般質問
議会報告・意見交換会を開催します
出前議会報告・意見交換会開催予定 !!

佐久聴覚障害者協会× 市議会

勇舞
紙表

撮影 岡村和人さん    場所 根岸　平井の池

2019年（
令和元年

）5 月1日

トピック
ス

平成31
年3 月定

例会

平成31
年度（2

019年度
）当初予

算を可決

市政を問
います

! 代表質
問・一般

質問

議会と語
ろう会を

開催しま
した

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
全
佐
久
ス
ピ
ー
ド

ス
ケ
ー
ト
ク
ラ
ブ 

× 

市
議
会

ペンネーム　あんぽん さん

武論尊100時間漫画塾　第1期生　No.29

フライズ
・オブ・

ザ・ノー
ススター

ズ
紙表

特集

市内に在住、在勤または在学する方で、10人
以上であれば、誰でも申し込めます。ご希望
の方は、議会事務局へお問い合わせください。

を随時受付中です。出前議会報告・意見交換会

あなたの声を、
間近でお聞かせ
ください。

議会だより表紙
大募集中!!
議会だより表紙
大募集中!!
イラストや、佐久市内で
撮影した行事や風景な
どの写真を募集中です。

　年間を通して随時応募を受け
付けていますが、各号ごとの審
査対象は次の期日までに応募が
あった作品としています。

今号も多数ご応募いただき
　　ありがとうございました。
今号も多数ご応募いただき
　　ありがとうございました。

日 月 火 水 木 金 土
11月24日 25 26 27 28 29 30

本会議
（開会）

12月1日 2 3 4 5 6 7

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

8 9 10 11 12 13 14

本会議
（一般質問）

本会議
（議案質疑） 委員会

15 16 17 18 19 20 21

委員会 委員会 本会議
（閉会）

22 23 24 25 26 27 28

※日程は、諸事情により変更となる場合があります。

2019年（令和元年）8 月1日

トピックス令和元年６月定例会
19 名の議員が市政を問います　一般質問

中部横断自動車道に関する中央要望をしました

政策提言に対する中間報告がありました

旧
中
込
学
校
保
存
会 

× 

市
議
会

ペンネーム　中村環さん

浅間山をながめて
キャンプ！

紙表

特集

５月 1 日発行号  ▶▶  ３月 31 日までの受付
８月 1 日発行号  ▶▶  ６月 30 日までの受付
11月 1 日発行号  ▶▶  ９月 30 日までの受付
２月 1 日発行号  ▶▶  12月 27 日までの受付

・
・
・
・
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　女性議員連盟の５名が、テレワークの先進企業であ

る㈱はたらクリエイト（本社：上田）の佐久拠点（佐久

市協和）を訪問し、井上社長と対談しました。女性が

子育てしながら、キャリアプランを選択し、無理なく

働き続けられる仕組みについて学びました。

　この研修会は、小諸市と佐久市の議会が合同で、毎

年開催しています。今年度は、株式会社 KURABITO　

STAY 代表取締役社長・田澤麻里香氏を講師に迎え、

「世界中の酒ファンを魅了する酒蔵ホテルを故郷に」

と題し、観光資源としての酒蔵などについて、講演を

いただきました。

　「ワークポート野岸の丘」所長の新津薫氏を講師に

迎え、「ゲートキーパー研修」を開催しました。

※ゲートキーパーとは、自殺の危険を示すサインに気づき、適切な対

応を図ることができる人のことで、言わば「命の門番」とも位置付け

られる人のことです。

　小林收氏を講師に迎え、「西上州と佐久との交流の

歴史」と題して、両市町の歴史的つながりについて、

講演をいただきました。

このコーナーでは、議会が本会議等のほか行っている
主な活動を、写真で報告していきます。

女性議員連盟が㈱はたらクリエイトを訪問佐久市・小諸市議会合同議員研修会

佐久市議会議員研修会 佐久市・下仁田町議会議員交流会

平
ひらやま

山　愛
あ い か

香さん
（中佐都小学校６年生）

7 月27 日7 月23 日

8 月8 日8 月2 日

佐久っ子の夢、応援します！聞かせてあなたの夢

議会の主な活動

佐久市の小学 6 年生が夢を語ります

　私
わたし

は将
しょうらい

来薬
や く

剤
ざ い

師
し

になりたいと思
お も

っています。そう思
お も

うように

なったきっかけは、私
わたし

が 4 年
ね ん せ い

生の冬
ふ ゆ

にインフルエンザにかかっ

たときにお世
せ わ

話になった薬
や く

剤
ざ い

師
し

さんにあこがれたからです。その

とき担
た ん と う

当してくれた薬
や く

剤
ざ い

師
し

さんは私
わたし

が飲
の

むいろいろな薬
くすり

の一
ひ と

つひ

とつについてわかりやすく説
せ つ め い

明してくれました。私
わたし

の質
し つ も ん

問にもて

いねいに答
こ た

えてくれました。そのとき薬
や く

剤
ざ い

師
し

さんってすごい仕
し ご と

事

だなと思
お も

いました。それから図
と し ょ か ん

書館やスマホで薬
や く

剤
ざ い

師
し

についてい

ろいろ調
し ら

べました。薬
や く

剤
ざ い

師
し

の仕
し ご と

事は病
び ょ う き

気やけがをした人
ひ と

たちをな

おすことを通
と お

して、人
ひ と び と

々に希
き ぼ う

望や勇
ゆ う き

気をわかせるすばらしい仕
し ご と

事

だと知
し

り、私
わたし

もなりたいって強
つ よ

く思
お も

うようになりました。大
だ い が く

学へ

行
い

って資
し か く

格を取
と

るつもりです。
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